
平
成
２３
年
１
月
３１
日
㈪
ま
で
、

下
表
の
医
療
機
関
で
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、混
合
ワ
ク
チ
ン
（
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
Ａ
香
港
型
・

Ｂ
型
）
を
接
種
し
ま
す
。
保
存
剤

が
入
っ
て
い
な
い
ワ
ク
チ
ン
を
希

望
す
る
場
合
は
、
主
に
産
婦
人
科

で
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
６５
歳

未
満
の
人

接
種
回
数
＝
▼
１３
歳
以
上
…
１

回
（
基
礎
疾
患
が
あ
り
、
医
師
が

必
要
と
認
め
た
場
合
は
２
回
接
種

も
可
）
▼
１３
歳
未
満
…
２
回

自
己
負
担
額
＝
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
方
法
＝
ま
ず
は
、
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合
は
、

下
表
の
医
療
機
関
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

自
己
負
担
免
除
対
象
者
は
、
接

種
前
に
健
康
衛
生
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
接
種
時
に
予
防
接

種
券
が
必
要
で
す
。

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

対
象
＝
①
市
内
に
在
住
す
る
６５

歳
以
上
の
人
②
満
６０
歳
以
上
６５
歳

未
満
（
接
種
日
現
在
）
で
、
心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生

活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
人
や
、ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人（
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

接
種
回
数
＝
１
回

自
己
負
担
額
＝
１
千
円

申
込
方
法
＝
医
療
機
関
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

な
お
、
②
の
人
や
自
己
負
担
免

除
対
象
者
・
市
外
で
の
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、
健
康
衛
生
課
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
接
種
時
に

専
用
の
予
診
票
が
必
要
で
す
。

【
自
己
負
担
免
除
対
象
者
】

平
成
２２
年
度
市
民
税
非
課
税
世

帯
・
生
活
保
護
世
帯
・
中
国
残
留

邦
人
等
支
援
給
付
金
受
給
世
帯

【
問
合
せ
先
】

健
康
衛
生
課（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

市
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、
１０
月

１
日
に
京
田
辺
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
施
行
し
ま

し
た
。

今
後
も
、
市
民
・
事
業
者
・

市
民
団
体
の
み
な
さ
ん
・
教

育
に
携
わ
る
人
々
に
よ
る
主

体
的
な
取
り
組
み
や
相
互
の

連
携
・
協
力
の
下
、
男
女
共

同
参
画
の
一
層
の
推
進
に
努

め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
と
は
】

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思

で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
、
男
女
が
均
等
に
政

治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・

文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
担

う
こ
と
。

【
基
本
理
念
】

男
女
共
同
参
画
を
進
め
て

い
く
上
で
基
本
と
な
る
考
え

方
を
「
６
つ
の
基
本
理
念
」

と
し
て
定
め
ま
し
た
。

①
男
女
の
人
権
の
尊
重
②

社
会
活
動
選
択
に
お
け
る
制

度
・
慣
行
の
中
立
化
③
方
針

の
立
案
お
よ
び
意
思
決
定
へ

の
共
同
参
画
④
家
庭
生
活
に

お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
と

の
両
立
⑤
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利
の
尊
重
⑥
国

際
的
協
調

【
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害

の
禁
止
】

性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り

扱
い
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
配
偶
者
間
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
者
の

暴
力
な
ど
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。【

問
合
せ
先
】

市
民
参
画
課
（
☎
６４
・

１
３
１
４
）

酬恩庵一休寺の総門から香る甘いお茶の香りに誘われた
参拝者が、京田辺の玉露で一休み。10 月 3 日に茶まつり
が行われ、約 400 人が来場しました。

この催しは、日本茶の日である 10 月 1 日を記念し、市
と京田辺茶手もみ技術保存会・京田辺茶業青年団・京田辺
玉露生産組合が毎年開いています。 会場では、市の特産
品である玉露の手もみ実演（＝写真）や玉露の接待・一煎
茶パック無料配布などを行いました。

焙炉で手もみをする玉露の甘い匂いに足を止めた一休寺
の参拝者は、普段目にしない製茶の工程や青年団が淹れた
玉露を味わいながら休憩。「おいしいお茶を飲んでいると
きは、時間がゆっくり流れるようだ」など感想を漏らしな
がら、お茶の旨味と甘味を楽しんでいました。

今回、初めて玉露を飲んだ今城悠介くん（4）は、最初
は少し苦いようでしたが一口、二口進むと「甘くておいし
かったよ」と話してくれました。


